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1.計画策定の目的
スポーツの推進は、人々が感じる楽しさや喜びに根源を持つ身体活動を推進することであ
り、心身の健全育成や体力の向上、健康の維持・増進、精神的な充足感の獲得、人格の形成な
ど、市民が幸せで豊かな生活を送る上で重要な政策です。
本市では、平成24年度に横浜市スポーツ推進計画を策定し、その後平成29年度に中間見
直しを行い、体系的にスポーツ施策を推進してきました。この間、新型コロナウイルス感染
症の拡大や東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京2020大会」とい
う）の開催などにより、スポーツを取り巻く環境は大きく変化しており、市民の生活や価値観
に大きな影響を与えています。
一方、スポーツに関する国の政策動向を見ると、令和３年度に策定された第３期スポーツ
基本計画＊をはじめ、スポーツ実施率の向上や女性活躍推進に関する政策、障害者スポーツや
学校体育・運動部活動に関する政策などが進められており、本市においてもこのような政策
動向に応じた施策の体系化が必要となっています。
本市は、ワールドトライアスロンシリーズ横浜大会や横浜マラソンなどの定期的な大規模
大会が開催されるとともに、ラグビーワールドカップ2019TM や東京2020大会のような大
規模な国際大会を開催できる横浜国際総合競技場や横浜スタジアム、加えて、障害者スポー
ツ推進の中核拠点として、障害者の社会参加や障害者スポーツを通じた市民相互の交流に取
り組む障害者スポーツ文化センター（横浜ラポール・ラポール上大岡）など、日本が誇る施設
を有しています。また、市内で開催される大規模スポーツイベントを支えるために、人材を
集約、養成して活躍の場をコーディネートする横浜市スポーツボランティアセンターや、横
浜スポーツパートナーズに参画するトップスポーツ＊チームは貴重なスポーツの財産です。
このような背景を踏まえ、スポーツを取り巻く現状と課題を整理し、第３期横浜市スポー
ツ推進計画を策定しました。スポーツ都市横浜の実現を目指し、貴重なスポーツの財産を活
用しつつ、課題解決に寄与するスポーツ施策を体系的に推進します。










